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■ 正数 d，h，L は与えられているとし，自然数 M ≥ 2 は任意とする．0 < m < M をみたす整数 m に対
して λm を

λm = 2 λ cos
π m

M
+ 1 − 2λ, λ =

d h

k2
, k =

L

M

で定めるとき，(1) m < m′ ならば λm > λm′ であることを示し，(2) 与えられた d，h，L，m に対して極限
limM→∞ λm を調べよ．

（解） (1) λ > 0 であり，0 < m < m′ < M のとき

0 <
π (m′ − m)

2M
<

π (m′ + m)
2M

< π

であることに注意すると，和積公式より

λm′ − λm

2 λ
= cos

π m′

M
− cos

π m

M
= −2 sin

π (m′ + m)
2M

sin
π (m′ − m)

2M
< 0

であるから，λm′ < λm である．
(2) λm を M を用いて表すと

λm = 1 − 2λ
(
1 − cos

π m

M

)
= 1 − 4λ sin2 π m

2M
= 1 − 4 M2 d h

L2
sin2 π m

2M

であるから，x = (π m)/(2 M) とおくと，

lim
M→∞

λm = lim
x→0

{
1 − π2 d h m2

L2

(
sinx

x

)2
}

= 1 − π2 d hm2

L2

となる．
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